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東京都立淵江高等学校　令和３年度　年間授業計画

教科担
当者名

数学ⅠＳｔａｎｄａｒｄ（東京書籍）使用教科書

使用教材

評価の観点・方法指導内容 具体的な指導目標

第１学年全クラス
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７

６
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９
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４

教科・科目 数学・数学Ⅰ 単位数 3 対象学年・組

１
　
　
学
　
　
期

１
章
　
数
と
式

整式の加法・減法・乗法など基本的な計算
ができる。また、因数分解をすることができ
る。

絶対値の定義を理解し、絶対値記号を含む
計算ができる。また、分母の有理化につい
て理解し、根号を含む式の計算ができる。

２
章
 
集

合
と
論
証

三角比の正弦、余弦、正接の意味を理解
し、値を求めることができる。また、三角比の
相互関係を活用することができる。

鈍角や0°、90°、180°まで拡張した三角
比の定義を理解し、その値を求めることがで
きる。

１節　鋭角の三角比

データの代表値や散らばり具合を表す数値
について理解し、それらを求めることができ
る。

2つの変量について、相関係数からその相
関を捉えることができる。

数学ⅠＷＲＩＴＥ（東京書籍）

飛鳥馬　　　岩本　　　加地　　　丸山

正弦定理・余弦定理を理解し、活用すること
ができる。また、三角形の面積を求めること
ができる。

関心・意欲・態度
数学的な見方や考え方
表現・処理
知識・理解

の４観点を、

授業中の活動状況
課題等提出物の内容
確認テストの達成度合
定期考査の成績

によって
総合的に評価する。

２節　三角比の拡張

２節　実数

１節　式の計算

３節　三角形への応用

３
　
学
　
期

27

１

２

３

12

２
　
　
学
　
　
期

５
章
　
デ
ー

タ
の
分
析

１節　データの整理と分析

２節　データの相関

２節　２次方程式と２次不等式

１節　２次関数とそのグラフ

不等式の性質をもとに、不等式の解を求め
ることができる。また、連立１次不等式を解く
ことができる。

集合の包含関係、共通部分と和集合、空集
合、補集合、ド・モルガンの法則を理解す
る。また、命題と条件、必要条件・十分条
件、逆・裏・対偶の定義を理解する。

３節　１次不等式

2次関数について式変形し、そのグラフを利
用する。また、定義域に応じて関数の最大
値や最小値を求めることができる。

判別式の符号と実数解の個数との関係を理
解する。また、2次方程式・2次不等式の解
を求めることができる。


